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1．2010 年度秋季学術大会・授賞式・懇親会

学会初の地方開催となる本学術大会は、11 月 26 日（金）11 時～17 時 15 分、名古屋

大学環境総合館にて実施された。参加者は 115 名、うち 16 名は学生会員、23 名は非会

員であった。口頭 13 件、ポスター28 件の発表が予定通り行われ、口頭発表では講演者

が答えに窮する鋭い質問が出され、ポスターの前では若手会員の白熱した議論が見うけ

られた。参加者、また発表数も多く、まさに大盛況であった。

発表終了後には学会賞と論文賞の授賞式が行われ、学会賞は活断層研究の集大成と普

及に大きく貢献された東京大学出版会に贈られた。また、論文賞は吉永佑一・原口 強・

遠田晋次・横田修一郎 4 氏の共著論文に贈られた。

18 時からの懇親会（名古屋大学内レストラン「花の木」）には、10 名の学生会員を含

む各世代 71 名が参加し、新たな出会いの場、また親睦を深める機会となった。会の冒頭、



新設された「若手優秀講演賞」が発表され、第 1 回目の同賞は奥野真行会員と杉戸信彦

会員に贈られた。今年度初めて実施の「日本の活断層・フォトコンテスト」審査結果も

会の中頃に紹介され、最優秀賞 1 点、優秀賞 2 点、入賞 4 点が表彰を受けて場をいっそ

う盛りあげた。 

学術大会から懇親会まで、会場はほぼ満員で熱気に満ち、どのシーンでも議論やコミ

ュニケーションが活発に交わされた。翌日以降も含め、尽力くださった学会事務局やア

ルバイトの諸氏ら各位に厚く御礼申し上げます。 

 

2．1586 年天正地震シンポジウム 

翌 27 日（土）の 9 時半～16 時、名古屋大学シンポジオンホールにおいて「1586 年天

正地震シンポジウム」が無料一般公開で開催された。テーマが地元の身近な活断層とい

うこともあり、参加者は（記名いただけた方のみで）非会員 96 名を含む 176 名に達し、

地元テレビや新聞などでも報道されるなど、注目度の高いシンポジウムとなった。総合

討論と総括も含め、NHK アナウンサー山口 勝会員の司会によって終始スムーズに進

行し、大いに盛り上がった。 

プログラムの前半「天正地震の全体像と震源の謎」においては、司会者によるイント

ロの後、秋季学術大会実行委員長でもある岡田篤正前会長が、シンポジウムの趣旨と天

正地震の概要を述べ、続いて寒川 旭会員が地震考古学的な視点から天正地震を紹介し

た。引き続き、杉山雄一会員・廣内大助会員・須貝俊彦会員が、御母衣断層・阿寺断層・

養老断層それぞれの古地震学的研究成果を、最新の調査結果も交えつつ紹介して、昼食

休憩を迎えた。 

後半は「天正地震の実像に迫る研究の最前線」と題し、午前中に出そろった、震源と

して容疑がかかった活断層を様々な見地から検証するという設定で、松浦律子氏が古文

書の歴史記録から各断層の活動を検証し、鷺谷 威氏は最近の変動を示す GPS による観

測結果を、遠田晋次会員はΔCFS を用いた断層の連動性をそれぞれ検証した。最後に豊 

 

  



  

  
 

蔵 勇会員が伊勢湾内の断層の活動の可能性について論じた。 

全講演終了後、講演者が会場前に対面で並び、総合討論に入った。司会者の好リード

もあって白熱した議論が交わされ、今後の研究について各講演者が具体的な提案を行っ

た後、岡田前会長がシンポジウム全体を締めくくった。 

本シンポジウムでは、講演ごとには質疑応答を行わず、聴衆に質問票をあらかじめ配

布して回収し、総合討論で司会者が随時活用するというスタイルをとった。この方針は

総合討論の進行面も含め効果的で、図らずも島崎邦彦会長から質問票に直接回答いただ

く場面もあった。一方、聴衆が直接討論に参加できる工夫もあれば、と反省している。 

ともあれ、有効回答数 51 のアンケートでは「大変満足」「大体満足」が 100 パーセン

トを占めた。その理由として、各講演者が一般参加者に理解いただけるよう言葉遣いに

注意したことや司会者の的確なフォロー、また研究上重要なひとつの大地震を整理して

多角的に検討するという試みが専門家にとっても有意義であった旨などが寄せられてお

り、無料一般公開という新要素も含め、本シンポジウムは成功裏に終了したといえよう。 

 

3．活断層地形判読セミナー（養老断層） 

 シンポジウムに引き続いて 16 時半～17 時半、活断層地形判読セミナーが開催された

（担当者：岡田篤正・中田 高・鈴木康弘・後藤秀昭・杉戸信彦）。翌日の巡検対象であ

る養老断層の地形も紹介された。 

開会に先立ち、鈴木会員より、活断層地形判読法に関するセミナーは学会としても重

要課題であり、今回はそのテストケースとして、翌日の巡検案内も兼ねて実施するとい 



  

  

 

う趣旨説明がなされた。その後、後藤・中田両会員により、変動地形学における活断層

地形判読とは何かについて解説が行われ、引き続いて鈴木会員・岡田前会長により養老

－桑名－四日市断層帯沿いの数ケ所の実体視写真が、当断層に関する研究史も交えて紹

介された。最後に杉戸会員により、巡検に関する注意事項が述べられた。実体視にはア

ナグリフが多く用いられ、学生会員・非会員も含めて 70 名が活断層地形判読法のイント

ロダクションを確認する機会となった。 

 

4．巡検「養老－桑名－四日市断層帯と 1586 年天正地震」 

 シンポジウムを受けて翌 28 日（日）、天正地震の震源断層（のひとつ）と目される養

老－桑名－四日市断層帯を対象とした、本学会初となる巡検が開催された（案内者：岡

田篤正・須貝俊彦・廣内大助・杉戸信彦・松多信尚・杉山雄一）。 

参加者計 49 名（学生会員 10 名と非会員 3 名を含む）は、朝 8 時に名古屋駅に集合し、

マイクロバス 2 台と名古屋大学公用車 1 台に分乗して、ほぼ予定通り桑名市西汰上や海

津市南濃町羽沢など 6 地点を訪問した。 

巡検は、段丘面や沖積面の変形を観察し、掘削調査からみた古地震活動時期や地形形

成過程、濃尾平野の層序など、また養老山地と濃尾平野の地形的対立について解説いた

だき、議論を行う内容であった。各地点においては、参加者が歩いて地形を確認したり

自由に議論したりできる時間を概ね 20 分前後とった。 



見学地点や車中では、案内書や配布資料、A1 サイズのパネルを用いた説明が主に須貝

会員・岡田前会長から行われ、太田陽子会員や石村大輔会員ら現地に詳しい参加者にも

解説いただくことができた。当日配布のアナグリフ（石黒聡士会員作成）も役立った。 

巡検終了後にはアンケートを実施した。説明用パネルや時間配分について、また当断

層帯に詳しい方々から現地にて直接、また丁寧に解説いただけてよく理解できたという

声が多く聞かれるなど、参加者の多くから好意的に評価いただいた。ただ、天正地震の

被害と当断層帯の具体的関連や地震防災という観点がもう少し欲しかったというコメン

トや、大人数、また学生の多い巡検における工夫、昼食時間が長すぎた点など、実施担

当者として準備・調整できなかった点も指摘され、反省している。学会設立の趣旨であ

る、関連分野間の情報交換と議論の促進や多分野間の連携強化という点が不十分、とい

うコメントもいただいた。 

次年度以降の開催についても、学術大会自体を大断層系の近くで開催する、活断層研

究の課題とその突破口の展望をテーマとした巡検を期待する（例えば、山地斜面におけ

る LiDAR での活断層認定）など貴重な意見をいただいている。 

午後には「伊吹おろし」に見舞われたものの天候もまずまずで、最後の見学地点であ

る南濃町志津付近を 15 時半頃あとにし、岐阜羽島駅を経由して名古屋駅で無事解散した。 

 

  

  


